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南潟のアサリ等定点モニタリング結果及び
アサリ保護・育成手法の効率化に係る検討について

2023.3.18 第33回椹野川河口域・干潟自然再生協議会

山口県環境保健センター 環境科学部 水質分析G

専門研究員 元永直耕
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発表の内容

２ 研究内容①
アサリ等定点モニタリングの結果について（R3～R4）

【参考紹介】
・南潟における被覆網に付着した藻のアサリ等への生息影響に係る調査（R2～R4）

・きらら浜自然観察公園における汽水池人工干潟のアサリ成育場所について

１ 背景

椹野川河口域・干潟自然再生協議会の里海再生の活動

３ 研究内容②
網袋を用いたアサリの保護・育成について
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椹野川

二級河川（ 24 の支流）

流域面積 322.4 km２

幹川流路延長 30.3 km

椹野川河口干潟

日本の重要 湿地 500

干潟面積約350 ha

カブトガニの自然繁殖地

渡り鳥等のクロスロード

山口県

ふ椹野川河口干潟について

１ 背景 椹野川河口域・干潟自然再生協議会の里海再生の活動

山口市
椹野川水系

山口湾

椹野川河口干潟（南潟）
きらら浜自然観察公園

◆ 2014 自然再生推進法に基づき設立

◆ 産・学・民・公の様々な主体の参画に
より組織

◆ 椹野川河口域において、アサリや

カブトガニを生態系の指標として

里海再生活動を実施

◆ 事務局：県自然保護課、山口市

◆ 当センターは活動をより効果的に行う
ため試験研究や学術的助言を実施

1969年（昭和44年）

1,867 ｔ
1998年（平成10年）, 
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漁獲量(t) 山口湾のアサリ類の漁獲量（1969～2004）

出典：山口農林水産統計年報（旧山口市＋旧阿知須町）
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潮干狩り体験生物観察会人力による干潟耕耘 被覆網の設置アサリ食害生物の駆除

ほとんど獲れなくなっていたアサリが復活！！

１ 背景 椹野川河口域・干潟自然再生協議会の里海再生活動

被覆網の設置枚数・面積 アサリの漁獲量 活動及び潮干狩り参加者数
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2004
(H16)

2005～2009
(H17)   (H21)

2010～2014
(H22)    (H26)

2015～2019
(H27)    (R1)

2020～ 2022
(R2)         (R4)

潮干狩り体験

人力による干潟耕耘

保護ネット等設置

試
験

耕耘作業（うね、やま）

モニタリング調査（耕耘手法、アサリ殻長・底質・稚貝）

10ｍ四方 3m,2m四方網

網袋稚貝着底

潮干狩り体験会

かまぼこ

鉄筋網

あさり姫

コロナによる
イベント中止

Ⅱ型合同調査

鉄筋網

フロート設置網

網袋

藻類付着影響

竹柵竹柵

耕耘効果

モニタリング・調査研究

１ 背景 椹野川河口域・干潟自然再生協議会の里海再生活動
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被覆網による保護

✓ 被覆網とは網目９㎜の漁網用網

✓ 鉄筋製の杭で固定

✓ アサリの食害防止や波浪による

散逸防止等を期待

✓ 現在の総設置面積は2 ,000㎡以上

写真出典：山口県栽培漁業の手引き
イシガニ

ナルトビエイ クロダイ

0

20

40

60

80

100

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

生
存
率
（
％
）

被覆網なし

被覆網あり

0

50

100

150

200

250

300

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

ア
サ
リ
個
体
数
（
個
/
㎡
）

被覆網なし

被覆網あり

２ 研究内容①アサリ等定点モニタリングの結果について（R3～R4）

生残率 個体数変化
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定点モニタリングの結果（5か所：R3.5～R5.2）
⇒おおむね全体的に減少傾向、設置すれば増え続けるわけではない

23‐1-④

対照区

19-2-①

R2‐1-⑤

30-1-23

岸側：地盤高
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対照区 19-2-① 30-1-23 23-1-④ R2-1-⑤

個
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／
ｍ
２

殻長 3 cm以上

殻長 2 cm以上 3 cm未満

殻長 1 cm以上 2 cm未満

殻長 5 mm以上 1 cm未満

合計

対照区 19-2-① 30-1-23 23‐1-④ R2‐1-⑤

２ 研究内容①アサリ等定点モニタリングの結果について（R3～R4）
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7

アサリ個体密度経年変化（年平均）（定点：19-2-1）

2018年度から個体数が減少する傾向が続いている⇒アサリ資源量の低下
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２ 研究内容①アサリ等定点モニタリングの結果について
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8２ 研究内容①アサリ等定点モニタリングの結果について
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軟体動物門 環形動物門

節足動物門 星口動物門

扁形動物門 その他

種数

底生生物は被覆網下のほうが種類、数ともに多い傾向

アナジャコ

ソトオリガイ
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19‐2かなりの網が捲れている

30－1 かなり捲れている

30－1 鉄筋網は残る R2-1 ほぼ捲れている

R2かなりの網が捲れている

干潟全体 凸凹が大きくなった場所あり

【参考】台風による被覆網の捲れの様子（R4.10）

23‐1-④

対照区

19-2-①

R2‐1-⑤

30-1-23

岸側：地盤高

沖側：地盤低
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10

被覆網の手法の効果と問題点
被覆網を設置すれば、アサリが増えるわけで
はない
維持管理を行う必要

網の管理の負担の増大
・張り替えに多大な労力を要する
・主体者の固定、イベントの実施減少

被覆網によるアサリ等の再生活動の効率化
・資源量の安定には、稚貝を確実に成長させるような手法
・きめ細やかな被覆網の管理方法

３ 網袋を用いたアサリの保護・育成について
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アサリの生活史の概要
出典：栽培漁業の手引き（2012：山口県）を一部加工

３ 網袋を用いたアサリの保護・育成について

出典：水産多面的機能発揮対策情報サイト
抜粋 https://hitoumi.jp/torikumi/wp/jisseki/2487

秋産卵、春産卵
（2サイクル/年）

広島県大野瀬戸での網袋方式

浮遊幼生
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網袋（玉ねぎネット）を用いた稚貝育成

・一般的な被覆網
アサリ流出の可能性

・被覆網は高価で設置に労力

【網袋の特徴】
・目が細かく流出が少ない
・安価
・砂を入れるだけで簡単
・立体的で稚貝の定着も期待
・糸が細いため破れやすい

アサリ稚貝の集積場所を事前調査⇒稚貝を表砂ごと網袋に入れ⇒保護育成
→ 山口県でも実施

アサリ稚貝数（2019.8～2020.8)

【網袋設置の結果】

南潟で設置を拡大

【稚貝の育成の課題】 【網袋設置の様子】

３ 網袋を用いたアサリの保護・育成について

・稚貝の定着を確認
・穿孔や埋没による流出・死亡もある
→長期には置けない

一部
埋没・穴

再設置
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稚貝調査

採泥位置決定（測量）の様子70m×70 mを10ｍ毎に採泥 採泥の様子 篩前の様子

２ｍｍ篩、ソーティングの様子 ソーティング後

2㎜以上

３ 網袋を用いたアサリの保護・育成について

アサリ稚貝分布調査と合わせた網袋の設置

塩ビ製 丸形ジョイント
内径 48ｍｍ、深さ 30ｍｍまで採取（半分）
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10 m幅

5000個/ｍ２

2000個/ｍ２

1500個/ｍ２

1000個/ｍ２

500個/ｍ２

玉ねぎネット
設置範囲
（５袋ずつ）

３ 網袋を用いたアサリの保護・育成について

●稚貝調査と網袋を組み合わせることにより、保護・育成に効果
●砂で埋没等によりアサリが流出・へい死⇒適切な時期の回収が必要

2022/6 網袋設置、同年10月に開封した結果

2022/5 稚貝分布調査結果
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10 m幅

5000個/ｍ２

2000個/ｍ２

1500個/ｍ２

1000個/ｍ２

500個/ｍ２

３ 網袋を用いたアサリの保護・育成について

●5月稚貝調査（秋産卵分）の方が分布も広く、密度も多い
●11月稚貝調査（春産卵分）は、台風の影響で少なかったか？範囲外だったか？

2022/5 稚貝分布調査結果 2022/11 稚貝分布調査結果
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・いずれもアサリ増加には
寄与

・被覆網の保護策が必要

３ 網袋を用いたアサリの保護・育成について

23‐1-④

対照区

19-2-①
R2‐1-⑤

30-1-23

岸側：地盤高

沖側：地盤低
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殻長 3 cm以上

殻長 2 cm以上 3 cm未満

殻長 1 cm以上 2 cm未満

殻長 5 mm以上 1 cm未満

合計

網がなくなる

網袋のアサリを被覆網に放流した結果
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季節
春 夏 秋 冬 春 夏

産卵期

玉ねぎ
ネット

被覆網

３ 本研究のまとめ 山口湾でのアサリの管理手法の構築と実践
・春の稚貝調査⇒網袋は、夏までには開封する必要（網の破れ、埋没の恐れ）
・秋の稚貝調査⇒稚貝が少なく、今春のアサリ資源量の減少が懸念される
・秋～冬被覆網⇒維持管理の効率化の検討（特に人集め）

春産卵・着底 秋産卵・着底

稚貝調査②、
網袋設置

網袋開封
被覆網に投入

20㎜
1～2㎜

海藻付着

採捕禁止期間

網交換

波浪による網捲れ、⇒メンテナンス

採捕可能採捕可能

網袋開封
被覆網に投入

1～2㎜

20㎜

稚貝調査①、
網袋設置 網袋開封

被覆網に投入
1～2㎜

20㎜

稚貝調査①、
網袋設置
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母貝団地

山口湾南潟

干潟の
稚貝調査

（2㎜篩、設置場所選定）

着底
成長

被覆網設置

網袋設置

投入

採捕

産卵（春・秋）

月 春 夏 秋 冬 春 夏
網袋設置

網交換

稚貝調査、網袋
設置

網袋開封
被覆網に投入

稚貝調査、網袋
設置

網袋開封
被覆網に投
入

稚貝調査、網袋
設置

網袋開封
被覆網に投入

被覆網交換

春・秋

３ 本研究のまとめ 山口湾でのアサリ網の管理手法の構築と実践
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【参考1】南潟における被覆網に付着した藻のアサリ等への生息影響に係る調査（R2～R4）

試験区B

図1 調査区の様子

試験区A

３ｍ

試験区B

①冬～春にかけて被覆網に付着する藻の影響について、底生生物等の影響について調査する
②管理に負担のかかる藻付き網の効率的な管理手法について検討
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破損・補修

網の捲れ

図2 被覆網における藻の付着度合
（目視）

網の交換

調査月 R3.4 R3.5 R3.9

少

Ａ

Ｂ

網の破損

図3 調査時における網の状況写真

網の捲れ

網の捲れ

食害痕

試験区
B

試験区
C

試験区
D

試験区A 藻付き区（ひっくり返した網下）
試験区B 藻埋め区（埋める＋被覆網）
試験区C 藻なし区（新規被覆網設置区）
試験区D 対照区 （網なし、藻なし）

試験区
A

試験区
A

図5 試験区の様子（R4.8）

枯れた藻の様子

試験区
A

図6 試験区の様子（R5.1）

網を掘り返した
様子

試験区
B

試験区
B
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母貝団地

山口湾南潟

干潟の
稚貝調査
（設置場所選定）

着底
成長被覆網設置

網袋設置 投入
採捕

産卵

【参考2】きらら浜自然観察公園における汽水池人工干潟のアサリ成育場所創設について

付近の自然観察公園で再現可能か？

山口湾

椹野川河口干潟（南潟）

きらら浜自然観察公園

南潟きらら浜

期待される効果（里海再生活動の相補的な役割）

①アサリ幼生の供給場所（母貝団地の形成）
②アクセスが容易、参加者に安全な観察・潮干狩り場所の創設
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【参考2】きらら浜自然観察公園における汽水池人工干潟のアサリ成育場所創設について（R2～）

管理主体 NPO法人野鳥やまぐち（きらら浜自然観察公園指定管理者、 自然再生協議会委員）

目 的 山口湾の自然を再現した園内に砂質の干潟を造成→環境学習の場を創出

アサリの成育場所の形成

海砂投入前（２０１９年３月）

海砂投入後（２０２０年３月）

場所
汽水池の一部
約150m２

(30m×5m)

投入量 約60トン（九州由
来の海砂）

投入
時期

2020.2、
2020.9～11
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